





































































































































































































































教員  21 84% 
保護者 2 8% 
ボランテイア 1 4% 
小学校協力 1 4% 















































































































　20 冊未満（１冊～ 19 冊）を購入する園が、
８校、３割で最も多い。
　100 冊未満（20 冊～ 99 冊）を購入する園が、
３校である。



































































































































































町村自治体（2009 年 10 月 31 日現在）で実施
されている。５）
　今日、公共図書館の児童サービスの貸出冊数
の利用率も減少している。「児童書の占める割
合は、1970 年代に 50%前後であったが、1990
年代には 30％まで減少した」６）
　少子化の影響で 2000 年代は、更に減少が進
み、30％を切っている。７）
　幼稚園、保育園等に対しては、公共図書館と
の「連携・協力」を今以上に推し進め、絵本・
童話等の新刊資料の利用が図れるのではないか。
また、資料を大切にするマナー教育についても、
継続的な訪問により、身につけることが可能と
考える。公共図書館にとっては、より一層の児
童の利用率をあげることにも繋がるだろう。
　教員の読み聞かせの負担については、ボラン
ティア等の支援が有効ではないかと考える。
　ボランティア、保護者、小学校の支援を受け
入れていた園が、４校あった。今日、公共図書
館のほか、小学校、中学校へのボランティア活
動が広がっている。
　「2009 年学校図書館調査報告」によれば、ボ
ランティア活動は、小学校で７割以上、中学校
で２割以上が活動し、主な内容は、小学校で「読
書活動」が約９割、中学校で「本の整理・整頓」
が約６割である。８）
　幼稚園においても、積極的にボランティアに
よる支援が行われ、教員の負担が軽減されるこ
とを願っている。
　幼稚園実習において、「司書資格」との共通性
（２・調査の目的）がどれくらい理解され、身に
ついたかは確認がとれていない。卒業までに、意
見交換を実施する予定である。調査結果の課題
についても検討したい。これからも、「司書資格」
を受講する学生のみならず、大学図書館を利用す
る全学生に対して、公共図書館との「連携・協力」、
「ボランティア活動」等、児童サービスの利用の
有効性を働きかけていきたいと考えている。
謝辞
　幼稚園実習にあたり、各実習園に対しまし
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